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7月 3日：底値買いが入り弱気姿勢は緩和 

 

ホーチミン取引所では底値買いが入り下落幅を縮小したものの、投資家は世界経済の減

速を警戒していることから商いは低調だった。 

139 銘柄が上昇したのに対し 148 銘柄が下落し、VN 指数は前日から 1.59 ポイント

（0.17％）安の 960.39 ポイントで引けた。 

同取引所では 1 億 36 百万株が売買され、売買代金は 3.4 兆ドンとなった。うち 2,280

万株、9,180 億ドンは相対売買によるものだった。前日に続く動きで、取引開始後は下

落圧力にさらされた。 

大型株の中では、住宅デベロッパーの VHM が 1.11％高の 82,000 ドンで引けたほか、

乳業メーカーの VNM、ビールメーカーの SAB、銀行の BID などが堅調に推移した。 

大手銀行の VCB は時価総額上位 10 位銘柄の中では最も下落し、1.28%安の 69,600 ド

ンで引けた。 

ジュエリーメーカーの PNJ、鉄鋼の HPG、銀行の EIB、不動産デベロッパーの NVL

等の優良株も 1.47％から 2.49％の下落となった。   

特に HPG は、630 万株が売買され、うち外国人投資家は 276 万株売り越した。株価は

1.99％安の 22,150 ドンで引けた。  

アメリカ商務省は火曜日、韓国または台湾で生産され、ベトナムで一部加工されたのち

アメリカへ輸出される一定の鉄鋼製品について、456％の関税を課すことを言及した。

これが HPG の直接の下落要因となった。   

建設会社の ROS は 900 万株が売買され市場を牽引し、29,400 ドンで変わらずだった。 

中小型株では、不動産デベロッパーの HAG が約 490 万株売買され、1.69％高の 5,420

ドンで引けた。同社の農業子会社の HNG も 1.46％高の 17,350 ドンで引けたが、商い

は 65 万株と低調だった。 
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ハノイ取引所では、HNX 指数が前日比 0.21％安の 103.67％で引けた。60 銘柄の上昇

に対し 65 銘柄が下落した。 

出来高は前日比 17％低下し 1,970 万株、売買代金は同 12.5％増の 3,430 億ドンとなっ

た。 

原油サービス関連の PVS、銀行の ACB、建設の VCG 等の大型株は下落した。 

反対に、建設資材関連の VCS は 8.02％高の 66,000 ドンで引け、出来高も 74 万株と活

況だった。 
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